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市民が将来にわたって
安心して暮らし続けることの
できるまちづくり



⑤

第１回日田市議会定例会で原田
啓介市長から施政方針が発表さ
れました。令和２年度市政執行
の方針から抜粋して、まちの目
指すべき方向性と取組みをお伝
えします。

問地方創生推進課創生企画係
　☎㉒８２２３（市役所６階）

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
」
が
、
８
月
に
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
採

火
式
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
聖
火
リ
レ
ー
に
つ
い

て
は
、
豪
雨
災
害
の
被
災
者
に
対
し
希
望
と
勇
気
を
も
た
ら

す
「
復
興
の
灯
」
と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
準

備
を
進
め
ま
す
。

復
旧
・
復
興
の
取
組
み

　
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
の
取
組
み
も
４
年
目
を
迎
え
、
被
災
者
の
生
活
再
建
と
被

災
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
に
加
え
、
創
造
的
復
興
の
取
組
み

を
進
め
る
と
と
も
に
、
次
の
災
害
に
備
え
る
こ
と
を
視
野
に

入
れ
た
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、
生
活
再
建
の
取
組
み
で
は
、
み
な
し
仮
設

住
宅
等
の
入
居
者
が
昨
年
11
月
ま
で
に
再
建
し
た
住
宅
や
市

営
住
宅
な
ど
の
新
た
な
住
ま
い
で
の
生
活
を
始
め
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
被
災
し
た
イ
ン
フ
ラ
等
の
復
旧
は
、
長
期
的
な

市
政
執
行
の
基
本
方
針

　
本
市
は
現
在
、
地
方
創
生
と
復
旧
・
復
興
の
取
組
み
を

柱
に
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
は
「
第
６
次
日
田
市
総

合
計
画
第
２
期
基
本
計
画
」
「
日
田
市
復
旧
・
復
興
推
進

計
画
」
に
沿
っ
た
持
続
可
能
な
市
政
運
営
に
取
り
組
み
ま

す
。
特
に
、
総
合
計
画
の
重
点
施
策
「
第
２
期
日
田
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
少
対
策
と
地
方
創
生
に
向
け
た
取
組
み
を
戦
略
的
に

進
め
る
も
の
と
し
て
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
人
口
減
少
等
は
「
避
け
ら
れ
な
い
社
会
の
変
化
」
と

し
て
市
民
と
行
政
が
共
有
し
た
上
で
、
「
市
民
が
将
来
に

わ
た
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
は
市
制
施
行
80
周
年
の
記
念
事
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、
「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
開
催
に
伴
い
、
本
市
で
も
４
月
に
「
オ
リ
ン

②
子供・子育てに関する支援
を進め、障がい者の自立に
向けた取組みを推進しま
す。また、地域別に新たな
ハザードマップの作成と配
布や、防災行政無線などの
通信手段を一元管理する災
害対応支援システムの導入
を進めます。

福祉　住む安心を高める

事
業
に
関
連
す
る
も
の
を
除
き
、
令
和
２
年
度
中
に
概
ね
完

了
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
農
地
・
農
業
施
設
に
つ
い
て
は
、
被
災
し
た
農
地
等
の
大

区
画
化
や
水
田
の
畑
地
化
、
梨
団
地
の
整
備
な
ど
、
農
業
の

効
率
化
と
収
益
の
向
上
を
視
野
に
入
れ
た
創
造
的
復
興
の
取

組
み
を
進
め
ま
す
。
林
道
・
林
業
施
設
に
つ
い
て
は
、
被
害

の
大
き
か
っ
た
市
北
部
地
域
を
中
心
に
広
葉
樹
に
よ
る
自
然

植
生
へ
の
回
復
を
進
め
る
ほ
か
、
災
害
防
止
等
の
観
点
か

ら
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
を
活
用
し
た
環
境
整
備
等
を
推
進

し
ま
す
。
河
川
や
道
路
に
つ
い
て
は
、
県
が
進
め
る
河
川
改

修
事
業
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
必
要
な
橋
梁
等
の
改
修
を

進
め
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
現
在
不
通
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
日

田
彦
山
線
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
で
具
体
的
な

復
旧
の
方
針
等
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
災
害
に
備
え
る
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
２
８
０

Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
「
防
災
ラ
ジ
オ
」
の
運
用
開
始
に
向
け
て
全
世

帯
へ
の
設
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
及
び

防
災
士
に
対
す
る
支
援
を
行
う
ほ
か
、
子
供
た
ち
が
安
心

し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
各
小
・
中
学
校
の
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
や
、
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど

地
域
や
保
護
者
と
連
携
し
た
対
応
を
進
め
ま
す
。

日
田
市
を
創
生
す
る
取
組
み

　
「
若
い
世
代
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う
ふ
る
さ
と
日
田

を
創
る
」
を
基
本
目
標
と
し
て
、
子
育
て
環
境
の
さ
ら
な

る
充
実
と
移
住
者
の
促
進
、
若
年
者
対
象
の
人
材
育
成
や

担
い
手
確
保
の
取
組
み
を
推
進
し
、
若
い
世
代
が
主
体
的

に
行
う
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
を
基
本
と
し
て
、
市
政
の
運
営
に
あ

た
り
「
復
旧
・
復
興
の
取
組
み
」
「
日
田
市
を
創
生
す
る

取
組
み
」
の
着
実
な
推
進
と
、
「
第
６
次
日
田
市
総
合
計

画
」
に
示
す
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
綱
に
沿
っ
た
各
種

の
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

住民自治組織の取組みへの
支援やＮＰＯ等への専門家
による伴走型支援、男女共
同参画に関する啓発活動を
継続します。また、移住
フェアでのＰＲ活動等を通
じて、日田市の魅力と移住
に関する情報を発信しま
す。

①

③

市民協働　きずなを強める

④
地域高規格道路中津日田道路
の整備促進に向けた国や県へ
の働きかけや、橋梁やトンネ
ル等の安全確保と施設の長寿
命化に努めます。また、乗合
デマンドタクシーへの転換
等、地域の実態や利用の状況
を考慮した交通手段の確保に
努めます。

生活基盤　安全で快適に暮らす
人材確保と育成に向け「キャ
リア教育プログラム」の対象
を全ての小・中・高校に拡大
するほか、「日田市ビジネス
サポートセンター」による相
談体制の充実と創業支援を進
めます。また、関係機関と協
働して観光地経営の視点に
立った取組みも進めます。

産業振興　やりがいと魅力をつくる

⑥
豊かな自然環境を次世代に
継承するため、今年度中に
「日田市清流保全条例」の
制定を目指し、河川環境改
善に向けた取組みを強化し
ます。新清掃センターは施
設の建設予定地を決定し、
関係団体と協定締結に向け
た協議を開始します。

環境　水と緑を宝にする
ＩＣＴ教育の環境整備と効
果的な活用に向けた教員へ
の支援と、児童・生徒の情
報活用能力の育成に努めま
す。さらに「東京2020オ
リンピック・パラリンピッ
ク」を契機としてスポーツ
を通した地域の活性化に取
り組みます。

教育･文化　学ぶ楽しさを増やす

まちづくりの大綱の推進
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▲

被災者への支援          
災害情報を伝達する280ＭＨｚ帯「防災ラジオ」の配備
などを行う。

▲

農林業・商工業等への支援    
被災農地の大区画化等を含めた復旧や梨リース団地の整
備などを行う。

▲

教育施設・文化財等の復旧・復興　
通学路の復旧状況を考慮した通学手段の確保を行う。

▲

社会資本等の復旧・復興　　
農地、道路等の災害復旧や河川災害等関連事業に伴う橋
梁の架け替えなどを行う。

3億5,751万円

6,038万円

11万円

5億5,768万円

市民協働　きずなを強める

▲

市制80周年記念式典事業　416万円
昭和15年12月の市制施行から80
年の節目の年となるため、毎年行
う市政功労者表彰式と合わせて、
記念式典を開催する。▲

新しい公共推進事業　1,731万円
安心して暮らし続けることのでき
る地域づくりを進めるため、地域
を担う住民自治組織の設立と運営
を支援する。▲

定住交流促進事業　  3,585万円
移住・定住人口の増加を目指し、
移住相談会等への参加や、若者や
Ｕターン者への移住奨励金の交
付、空き家バンクによる移住支援
等を行う。

①
福祉　住む安心を高める

▲

総合的な子ども支援拠点創設事業　78万円
子育てに関する悩みや児童虐待など
様々な課題の解消と子育て環境の充
実を図るため、総合的な子育て支援
拠点の創設に向けて取り組む。▲

不妊治療費助成事業　   477万円
県と連携して新たに不妊治療検査
費の一部助成や治療費助成回数の
拡充を図るとともに、市独自の助
成を行うことで、経済的負担を軽
減する。▲

防災行政無線システム整備事業　1億7,316万円
防災情報を確実に各世帯に伝達す
るため、280ＭＨｚ帯「防災ラジ
オ」の配備を行う。

②

▲

活力あふれる園芸産地整備事業　1億4,112万円
競争力のある園芸産地を確立する
ため、果樹や野菜などの栽培施
設・機械の整備にかかる費用を助
成する。▲

森林機能強化対策事業　515万円
森林の持つ防災機能強化のため、
対象地の管理者等が行う地域の防
災拠点や重要インフラ施設周辺の
森林整備に対して助成を行う。▲

ひたを担う人材育成事業　906万円
地元の多様な働き方に触れる機会
を通じて地域人材の育成を図るた
め、小・中・高校生を対象にキャ
リア教育プログラムを実施する。

③
産業振興　やりがいと魅力をつくる

④
教育・文化　学ぶ楽しさを増やす

▲

ＩＣＴ教育環境整備事業　5,340万円
新学習指導要領の実施に向け、コ
ンピューター等の情報手段を活用
した学習活動の充実を図るため、
各小・中学校にタブレット端末等
の整備を行う。▲

確かな学力育成支援事業　5,072万円
児童や生徒の学習意欲及び学力向
上を図るため、漢字検定等の助成
や公費負担による補助教材の購
入、市独自の学力調査を行う。▲

聖火リレー実施事業　　496万円
オリンピックに向けた機運醸成と
市の認知度向上を図るため、オリ
ンピック聖火リレー及びパラリン
ピック採火式を実施する。

⑤
環境　水と緑を宝にする

▲

美しいひたづくり推進事業　870万円
地域の環境保全を図るため、ポイ
捨て等防止監視員による巡回監視
や、モデル地区の指定による自主
的な美化活動の支援を行う。▲

焼却施設等更新事業　3,940万円
老朽化した日田市清掃センターの
施設更新へ向けた各種調査業務の
委託や検討委員会の設置を行う。▲

３Ｒ推進事業　　　　　284万円
ごみの排出抑制や分別を促進する
ため、広く市民に向けて３Ｒ（リ
デュース・リユース・リサイク
ル）の普及・啓発を行うととも
に、資源回収団体へ奨励金を交付
する。

⑥

復旧・復興の取組み復旧・復興の取組み

　
２
・
３
ペ
ー
ジ
で
お
伝
え
し
た

令
和
２
年
度
施
政
方
針
に
基
づ
き
、

本
年
度
も
多
く
の
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
も
主
な
取
組
み
を

抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

※
赤
字
は
新
規
事
業
。

※
１
万
円
未
満
の
金
額
は
、
四
捨
五

入
し
て
い
ま
す
。

生活の再建と災害への備え生活の再建と災害への備え

280ＭＨｚ帯
「防災ラジオ」

▲

生活基盤　安全で快適に暮らす

▲

次世代モビリティ導入支援事業　393万円
大鶴・夜明地区で公共交通及び産
業・観光振興を含めた地域内の移動
の可能性を探るため、グリーンス
ローモビリティの実証実験を行う。▲

公共交通対策　　 1億7,584万円
民間バス路線の運行費補助やコ
ミュニティバスの運行を行う。ま
た、通院などの移動手段を確保す
るため、乗合デマンドタクシーや
福祉バスなどの運行を行う。▲

地域情報通信インフラ改良事業　9,975万円
高速・大容量通信への対応、長期
安定運用等を目的として、令和３
年度までにインターネットの通信
方式を変更する。
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予算額
21億957万円
20億9,050万円
9億1,582万円
13億6,607万円

下水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

令和２年度

日田市の予算
令和２年第１回市議会定例会に
提案した令和２年度当初予算の
概要をお知らせします。

問財政課財政係☎㉒８６３４
　（市役所４階）

用 語 説 明

依
存

財
源

自主財
源

そ
の
他

義務
的
経

費

歳出
投資的
経費

歳入

市税（21.1％）
79億 3,324 万円

人件費（15.4％）
57億 6,864 万円

扶助費（21.8％）
82億 328万円

公債費（10.9％）
41億 1,140 万円普通建設

事業費（14.1％）
53億 1,709 万円

災害復旧事業費（0.5％）
1億 7,080 万円

物件費（15.5％）
58億 432万円

維持補修費（0.9％）
3億 4,487 万円

補助費等（7.9％）
29億 7,989 万円

投資及び
出資金（1.1％）
3億 9,791 万円

貸付金（1.0％）
3億 7,301 万円

繰出金（9.4％）
35億 3,693 万円

その他（1.5％）
5億 6,883 万円

繰入金（3.4％）
12億 7,383 万円 諸収入（1.7％）

6億 3,295 万円

地方交付税（31.7％）
119億円

国庫支出金（13.5％）
50億 5,899 万円

市債（10.5％）
39億 6,630 万円

県支出金（8.1％）
30億 3,632 万円

地方消費税交付金（4.2％）
15億 7,500 万円

地方譲与税（1.5％）
5億 5,429 万円

その他（0.4％）
1億 8,700 万円

使用料及び
手数料（1.8％）
6億 6,170 万円

繰越金（0.8％）
3億円

その他（1.3％）
4億 9,735 万円

【性質別】

■特別会計・企業会計

予算額
83億4,499万円
8億9,920万円
74億8,283万円
1億5,479万円
1億1,499万円

204万円
6億3,055万円

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
診療所事業
給水施設事業

特別会計

住宅新築資金等貸付事業
情報センター事業

予算額
14億9,263万円
13億9,547万円
2億2,548万円
6億2,843万円

水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

令和２年度一般会計当初予算

375億 7,697万円

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は

３
７
５
億
７
６
９
７
万
円
と
な
り
、
前

年
度
と
比
較
し
て
５
億
４
４
６
５
万
円

減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な
要
因
と

し
て
、
公
共
土
木
施
設
や
農
林
業
用
施

設
な
ど
の
災
害
復
旧
事
業
が
４
億
５
６

５
９
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
市
で
賄
う
自

主
財
源
が
30
・
１
％
、
国
や
県
か
ら
の

交
付
金
な
ど
の
依
存
財
源
が
69
・
９
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
前
年
度
と

同
額
と
見
込
む
一
方
で
、
市
税
な
ど
の

一
般
財
源
の
確
保
に
努
め
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
水
郷
ひ
た
応
援
基
金
や
森
林
環

境
譲
与
税
基
金
を
は
じ
め
と
す
る
基
金

を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
財
源
の
確
保
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】

　
「
目
的
別
」
と
「
性
質
別
」
の
グ
ラ

フ
は
、
共
に
一
般
会
計
の
歳
出
を
表
し

た
も
の
で
す
。

　
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
防
災
力
強
化
、

今
年
度
を
初
年
度
と
す
る
「
第
６
次
日

田
市
総
合
計
画
第
２
期
基
本
計
画
」
を

見
据
え
た
施
策
を
着
実
に
実
施
す
る
た

め
の
経
費
を
積
極
的
に
確
保
し
ま
し

た
。

　
性
質
別
で
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比

較
す
る
と
、
補
助
費
等
が
３
億
５
８
１

万
円
の
増
額
、
積
立
金
が
２
億
５
４
６

７
万
円
の
増
額
と
な
る
一
方
で
、
繰
出

金
が
４
億
６
０
８
０
万
円
の
減
額
、
災

害
復
旧
事
業
費
が
４
億
５
６
５
９
万
円

の
減
額
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【歳出】

▼人件費
職員や特別職の給与、議
員の報酬など

▼扶助費
高齢者や児童などに対し
て行う様々な支援に必要
な経費

▼公債費
事業を行うために借りた
お金（市債）の返済（元
金・利子）などの経費

▼普通建設事業費
学校や施設、道路の新・
増設などに要する経費

▼物件費
旅費、施設の維持管理な
どに要する経費

▼補助費等
補助金の交付や負担金の
拠出に必要な経費

▼災害復旧費
土砂崩れなど、災害が起
きたところの原状復帰の
ための経費

▼繰出金
一般会計が特別会計など
に負担するお金

【歳入】

▼市税
市民税、固定資産税、た
ばこ税などの税金

▼地方交付税
　市町村が等しく事業を遂
行できるよう、国から交
付されるお金

▼地方譲与税
　国が徴収した自動車重量
税等から市に配分され、
交付されるお金

▼分担金及び負担金
　地方公共団体等の事業で
利益を受ける人に負担し
てもらうお金

▼国・県支出金
　市町村が行う特定の事業
に対して国又は県から交
付されるお金

▼市債
市の借入金で、償還が１年
を超えて行われるもの

▼繰入金
基金として積み立ててい
たお金を取り崩して収入
とするお金

※４月から簡易水道事業は水道事業に統合又は給水施
設事業に移行、特定環境保全公共下水道事業及び農
業集落排水事業は下水道事業に移行しています。

特別会計は、特定の事業を行うために一般会計と区別して設けられています。日田市には７の特別会計と水道・下水道
事業会計があります。

【目的別】　

総務費　　　 48億2,889万円（12.9％）

民生費　　  133億6,198万円（35.6％）

労働費
1億6,555万円  （0.4％）

衛生費　　　　30億8,768万円（8.2％）

商工費
10億2,011万円（2.7％）

土木費　　　　35億2,720万円（9.4％）

教育費　　　　35億5,203万円（9.5％）

公債費　　　 41億1,140万円（10.9％）

その他
5,357万円       （0.1％）

農林水産業費　20億7,200万円（5.5％）
消防費　　　　13億6,371万円（3.6％）

議会費
2億6,205万円  （0.7％）
災害復旧費
1億7,080万円  （0.5％）
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令和２年度予防接種実施医療機関

小学生の予防接種
予診票は、各学校を通じて送付し
ますので、保護者が必要事項を記
入してください。
■日本脳炎
　平成17年から平成21年度までの
間、積極的な接種の呼び掛けを差
し控えたことによって予防接種が
終わっていない下記の人は、定め
られた期間に未接種分を定期接種
として無料で実施できます。
①平成19年４月２日～平成21年
10月１日生まれの13歳未満の人
②平成19年４月１日以前に生ま
れた20歳未満の人

※20歳以上の人は対象外となります。

子宮頸がん予防接種
ワクチン接種後に、長期的な痛み
やしびれの副反応が報告され、厚
生労働省は平成25年６月から積
極的な接種の呼び掛けを差し控え
ています。
※定期予防接種が中止されたものでは
ありません。

県外で接種する人へ
個別の手続が必要です。接種費用
は、一旦、自己負担していただき
ますが、接種後に接種費用を助成
する制度があります。予防接種を
受ける前に上記にお問い合わせく
ださい。

問健康保険課保健医療係☎㉔３０００（ウェルピア内）

予防接種のスケジュールの例

２３４５６７８９ 10 11 12 15 18 19
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

乳幼児の予防接種
出生や転入の届出があった翌月に
次の２つを郵送します。
■冊子
　「予防接種と子どもの健康」
※冊子をよく読み、予防接種の必要性
や副反応を正しく理解して受けましょ
う。
■乳幼児期に受ける予防接種の予診票
　（医療機関にも備え付けています）
※予診票は、お子さんの健康状態を把
握するための大切な書類です。保
護者が責任を持って記入してくだ
さい。

※医療機関を受診する際は、必ず「母
子健康手帳」を持参しましょう。

１ 秋吉病院

石井産婦人科
井上内科
大分県済生会日田病院
大河原病院

奥平医院

河津内科呼吸器科

隈診療所

こじかこどもクリニック

五反田病院

下飛田小児科

聖陵岩里病院

膳所医院

新関内科医院

日田市立上津江診療所
日田市立東渓診療所

日野内科

福田医院

福田内科クリニック

堀田クリニック

松浦クリニック
宮原レディースクリニック

みよしクリニック

麻生小児科医院

豆田町

豆田町
田島本町
清水町
隈２丁目

中津江村栃野

石井町２丁目

隈１丁目

清岸寺町

若宮町

中央１丁目

銭渕町

本町

田島２丁目

上津江町川原
天瀬町合田

天神町

清岸寺町

大宮町

新治町

中央１丁目
玉川町

三芳小渕町

淡窓２丁目 24-2323

医療機関名

●

月～金 14:00～16:30

18

11

24

23

22

17

19

20

15

21

13

14

16

12

７

９

20

８

10

６
５
４
３

２

予防接種のご案内
　市では、お子さんの健康状態に合わせて予防接種を受けることができるように、個別接種を行っています。
　予防接種は、９ページの医療機関で実施しています。

　それぞれの予防接種の望ましい接種時期の例を示しています。実際に接種するときは、かかりつけ医と相談しましょう。
※　　　は標準的な接種期間、■は定期接種の対象年齢で、無料で接種できる期間を示しています。①～④は、ワクチンの
種類ごとの接種回数を示しています。

ワクチン

四種混合
（ジフテリア・破傷風・
百日せき・不活化ポリオ）

麻しん風しん混合
（１期、２期）

日本脳炎
（１期、２期）

ＢＣＧ（結核）

ヒブ

小児用肺炎球菌

Ｂ型肝炎

おたふくかぜ

二種混合
（ジフテリア・破傷風）

か
月
か
月
か
月
か
月
か
月
か
月
か
月
か
月
か
月
か
月
か
月
か
月
か
月
か
月歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

①
▼

①
▼
②
▼

①
▼
②
▼
③
▼

①
▼
②
▼

①
▼

①
▼

②
▼

②
▼

④
▼

②
▼ １期追加

１期追加

子宮頸がん予防

２期

①
▼２期

２期
③
▼

定
期
接
種

任
意

③
▼

１期初回

１期

③
▼

水痘（水ぼうそう）
②
▼

①
▼

④
▼

１期初回

④
▼

①
▼

①
▼

④
▼

③
▼

23-0808

23-4153
22-4700
24-1100
22-3131

54-3021

23-8123

22-0033

28-8771

23-8386

24-1148

22-1600

22-3292

24-3355

54-3001
57-2500

23-6009

22-1648

25-5188

22-2662

24-4155
24-3584

24-1515

住所 電話番号

定期
四
種
混
合

不
活
化
ポ
リ
オ

二
種
混
合

日
本
脳
炎
１
期

日
本
脳
炎
２
期

Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）

ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

子
宮
頸
が
ん
予
防

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）

Ｂ
型
肝
炎

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
１
期
、
２
期
）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

要予約

要予約

要予約

要予約

土

月・水～金 14:00～17:00
９:00～12:00

９:00～12:00

土 13:30～14:30
９:00～11:30

月～金 14:00～17:30
９:00～11:30

月～金 14:00～16:00

土
月～金 ８:30～17:00

８:30～15:00

水・土

月火木金 14:00～18:00
９:00～12:00

９:00～12:00

月～金
月～土 ８:30～12:30

14:00～18:00

土 14:00～14:40

火～金 10:30～12:00
月～金 14:30～16:40

月～土
（第１土休診） ９:00～11:00

土
月～金 ８:30～17:30

８:30～12:30

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

月火水金 14:00～16:00
９:00～12:00

９:00～12:00

８:45～12:00
８:45～17:30

土
月～金

月火木金 15:30～16:30

要予約月・土

実施曜日

任意

お
た
ふ
く
か
ぜ

●

●

●

●

●

●

●

●特例
のみ

２期
のみ

予防接種を受ける際は、各医療機関へ事前に電話で予約や確認をし、お子さんの体調が良いとき
に受けてください。

木

●●

13～15歳の間に３回
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市政情報ピックアップ

　防災ラジオを事前申請した人には４月中旬頃から順
次、郵便局の「ゆうパック」でお届けします。防災ラ
ジオが完成・納品された順に地区ごとに配送しますの
で、ご理解をお願いします。

▼配送時期の目安　　
・４月中旬頃～
　天瀬、大山、上津江、中津江、前津江、五和、夜
明、大鶴、小野、東有田、西有田、三花地区及び
朝日地区の一部
・５月中旬頃～
　朝日地区の一部、高瀬、光岡、三芳、田島地区及び
桂林地区の一部
・６月初旬頃～
　桂林地区の一部、咸宜、竹田、隈庄手地区
※これは予定ですので、前後する場合があります。
※試験運用（防災行政無線の放送）は、５月以降を予定して
います。

●事前申請者に「防災ラジオ」をお届けします！

　令和２年度の国民健康保険税の仮算定（４～６月
分）の納税通知書と納付書を、４月中旬に送付します
ので、各納期限までに納付してください。

▼仮算定の対象になる世帯
　３月31日以前から国民健康保険に加入している世帯

▼仮算定の対象にならない世帯
　４月１日以降に国民健康保険に新規加入した世帯

※４～６月（１～３期）までは、前年の所得や税率が確定して
いないため、前年度の国民健康保険税額を基に「仮算定」と
して１期当たり前年度の１か月分に相当する額を納付してい
ただきます。

※仮算定では、前年度の一時所得・譲渡所得は課税所得に含み
ません。

※仮算定で納付した額が本算定後の年税額を上回った場合は、
差額分をお返しします。

●国民健康保険税（仮算定）の納税通知書を送付します

問税務課市民税係☎㉒８３９６（市役所１階）

３月２月

月額は令和元年度年税額
の12分の１相当額
※100円未満は切捨て。

令和２年度の国民健康保険税額から仮算定で決定した税額（４～６月分）を差し引いて
各期に分割した額
※各納期に生じた100円未満の端数は、その端数の合計を本算定後の最初の納期の税額に合算します。

４月 ５月

仮算定 本算定

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月
１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 12期

　日田市複合文化施設ＡＯＳＥ（アオーゼ）で活動を行っている各教室の生徒を募集します。
　見学・体験等もできますので、お気軽にお問い合わせください。

問社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

●日田市複合文化施設ＡＯＳＥ（アオーゼ）教室生募集！

教室（内容） 時間
９：45～11：45

17：00～20：00

10：00～13：00

14：00～16：00
13：00～15：00
19：30～21：30
13：30～15：00
13：30～15：30
９：00～12：00
13：20～16：20
９：00～17：00

第１・３月曜日

水曜日

第１～３木曜日

支部大会日

ねむの会（コーラス）
竹工芸教室
日田ギターアンサンブル（クラシックギター）
Heart Beatジュニア マーチング バンド
絵画愛好会（油絵・水彩画）
舞踊教室（日本舞踊）
女声合唱団日田コール・アイリス
木曜ダンス教室（社交ダンス）
日田市民楽団（楽器演奏）
絵画教室（水彩画）
コール・ピュア（コーラス）
日田市民合唱団
書道教室
キーハープ（大正琴）
こども書道教室
日田少年少女合唱団
日本棋院　日田支部　囲碁教室   

19：30～21：30

19：00～21：00

13：30～15：30

曜日

金曜日

火曜日

土曜日

木曜日

第１～３金曜日
第１・３金曜日

第１～３水曜日

問健康保険課保健医療係☎㉔３０００（ウェルピア内）

●高齢者肺炎球菌ワクチンを受けましょう
　肺炎球菌ワクチンの定期接種の経過措置が令和５年度（2023年度）まで延長されました。希望する人はかかりつけ
医と相談し、必ず事前に予約をしてから接種してください。なお、予防接種を受けることについては、それぞれ個人で
判断してください。実施医療機関は下記又は各医療機関にお問い合わせください。

このワクチンを接種したことがある人は助成の対象外です

定期予防接種の対象になるのは今回だけです。
この機会を逃すと今後、定期予防接種として受ける
ことができません。

▼対象者（市内に住民登録をしている人）
①次の生年月日の人
 （接種履歴のない人には４月中に個別通知します）
・昭和30年４月２日～昭和31年４月１日（65歳）
・昭和25年４月２日～昭和26年４月１日（70歳）
・昭和20年４月２日～昭和21年４月１日（75歳）
・昭和15年４月２日～昭和16年４月１日（80歳）
・昭和10年４月２日～昭和11年４月１日（85歳）
・昭和 ５年４月２日～昭和 ６年４月１日（90歳）
・大正14年４月２日～大正15年４月１日（95歳）
・大正 ９年４月２日～大正10年４月１日（100歳）
②60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能
又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害が
ある人（身体障害者障害程度等級表１級相当）

▼接種期間
　令和２年４月１日㈬～令和３年３月31日㈬

▼自己負担額　2,460円（診察のみの場合は980円）
※対象者で生活保護を受けている人又は市県民税非課税世帯
の人は無料です。その場合、証明書が必要ですので生活保
護を受けている人は社会福祉課、市県民税非課税世帯の人
は税務課で証明書を取得し、予防接種を受ける際に医療機
関に提出してください。（非課税証明書は各振興局等でも
取得できます。印鑑を持参してください）

▼持参するもの　
①個別通知に同封した予診票
②本人確認できるもの（健康保険証など）
③保護証明書・非課税証明書・身体障害者手帳など　
　（該当者のみ）
※県外の医療機関で受ける場合は、個別の手続きが必要です
ので事前にお問い合わせください。

問防災・危機管理課防災・危機管理係☎㉒８３６３（市役所４階）

いろいろな教室を開催しています！興味のある人は是非、参加してみませんか？

申請をしていない人（世帯）は
早めに市役所や各振興局・振興
センターで申請しましょう！

貸与申請随時受付中
市内に住民票がある世帯に１台無料
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お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
実
施

厚
生
労
働
省
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
事
業
活
動
が
急
激

に
縮
小
し
、
一
時
的
な
雇
用
調
整
を
行
わ
ざ

る
を
得
な
い
事
業
主
に
対
し
て
雇
用
調
整
助

成
金
の
特
例
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

■
特
例
の
対
象
者
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
事
業
主

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元
コ

ー
ド
）
で
確
認
、
又
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

か
大
分
労
働
局
大
分
助
成
金
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田
☎
㉒
８
６
０
９

　
大
分
労
働
局
大
分
助
成
金
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
２
１
０
０

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

サ
ン
ヒ
ル
ズ
ひ
た
休
館
し
ま
す

サ
ン
ヒ
ル
ズ
ひ
た
（
日
田
市
勤
労
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
臨
時
休
館

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
施

設
改
修
工
事
の
た
め
引
き
続
き
休
館
し
ま

す
。
ご
理
解
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
休
館
期
限
　
改
修
工
事
完
了
ま
で

※
工
事
期
間
は
約
半
年
間
の
予
定
で
す
。

※
再
開
日
を
決
定
次
第
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
左
記
の
休
日
・
時
間
外
に
で
き
ま
す
。

市
役
所
の
開
庁
時
間
に
都
合
の
つ
か
な
い

人
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
４
月
の
開
庁
日

・
５
日
㈰
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

・
17
日
㈮
　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

・
25
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
４
月
17
日
㈮
・
25
日
㈯
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以

外
の
各
種
証
明
書
等
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

清
掃
セ
ン
タ
ー
日
曜
開
設
日

毎
月
第
３
日
曜
日
に
も
清
掃
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

※
大
山
町
の
最
終
処
分
場
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
開
設
日
　
４
月
19
日
、
５
月
17
日
、

６
月
21
日
、
７
月
19
日
、
８
月
９
日
、

９
月
20
日
、
10
月
18
日
、
11
月
15
日
、

12
月
27
日
、
令
和
３
年
１
月
17
日
、

２
月
21
日
、
３
月
28
日

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
1
時
ま
で
は
昼
休
み
。

※
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
に
沿
っ

て
分
別
・
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
８
月
、
12
月
、
令
和
３
年
３
月
の
開
設
日
は

第
３
日
曜
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

雨
水
を
有
効
活
用
し
た

エ
コ
な
暮
ら
し
を
！

雨
水
貯
留
槽
、
雨
水
浸
透
ま
す
、
雨
水
浸

透
管
を
設
置
す
る
人
に
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
多
発
す
る
集
中
豪
雨
に

対
し
、
雨
水
の
流
出
を
抑
え
る
た
め
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
　
日
田
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画

区
域
内
の
宅
地
又
は
雑
種
地

■
申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
添

付
資
料
を
添
え
て
提
出
又
は
送
付

■
申
請
先
　
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１

　
（
住
所
記
載
不
要
）

　
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
下
水
道
係

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
下
水
道
係

　
☎
㉒
８
１
０
２
（
市
役
所
５
階
）

「
進
撃
の
巨
人
」
を
活
用
し
て

日
田
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

市
出
身
の
諫
山
創
氏
に
よ
る
大
ヒ
ッ
ト
漫

画
「
進
撃
の
巨
人
」
を
活
用
し
て
地
域
活

性
化
を
目
指
す
活
動
に
助
成
し
ま
す
。

■
対
象

　
㈱
講
談
社
か
ら
の
著
作
権
利
用
の
許
諾

を
得
ら
れ
、
地
域
活
性
化
や
商
品
開
発

に
関
す
る
も
の

■
募
集
期
間
　
４
月
１
日
㈬
〜
（
随
時
）

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

国
民
年
金
保
険
料
が
変
更

　４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が
、
月
額

１
万
６
５
４
０
円
に
な
り
ま
し
た
。
納
め

忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
を
受
け
取
れ
な

く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
便

利
な
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
、
お
得
な
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

「
舞
台
演
劇
〜
島
ひ
き
お
に
と

ケ
ン
ム
ン
」
参
加
者
を
募
集

平
成
30
年
の
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

で
演
じ
た
「
島
ひ
き
お
に
」
の
続
編
を
行

い
ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

演
劇
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
11
月
10
日
㈫
（
予
定
）

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

■
対
象

　
４
月
〜
11
月
に
実
施
す
る
舞
台
練
習
に

参
加
で
き
る
人

■
申
込
方
法

　
左
記
に
直
接
又
は
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
４
月
17
日
㈮
　

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

　
舞
台
演
劇
事
務
局
（
橋
本
）

　
☎
０
９
０
‐
５
２
８
０
‐
６
６
７
６

成
人
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
対
し
助
成
金
を
支
給

■
対
象
者
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
接
種
日
時
点
で
20
歳
以
上
50
歳
未
満
の

人
で
、
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

②
接
種
前
に
風
し
ん
抗
体
価
検
査
を
受
け

た
人

③
令
和
２
年
４
月
１
日
㈬
〜
令
和
３
年
３

月
31
日
㈬
ま
で
に
接
種
し
た
人

※
た
だ
し
、
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54

年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
は
、
追

加
対
策
の
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
助
成
回
数
　
１
人
に
つ
き
１
回
の
み

■
助
成
金
額
　

①
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
上
限
５
千
円

②
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
上
限
３
千
円

※
実
際
に
支
払
っ
た
額
と
右
記
を
比
較
し
、
低

い
金
額
を
助
成
し
ま
す
。
申
請
書
、
抗
体
価

検
査
の
結
果
表
の
写
し
、
領
収
書
の
写
し
を

左
記
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限
　
令
和
３
年
３
月
31
日
㈬

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

令
和
２
年
度
咸
宜
大
学
受
講
生

咸
宜
大
学
と
は
、
日
常
生
活
を
清
く
正
し

く
過
ご
す
と
い
っ
た
「
日
々
是
好
日
」
の

理
念
の
下
、
高
齢
者
の
生
涯
学
習
と
し

て
、
毎
月
１
回
の
全
体
講
座
（
健
康
・
歴

史
・
音
楽
等
）
や
年
１
回
の
バ
ス
研
修
な

ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
受
講
資
格

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

■
受
講
期
間
　
５
月
〜
令
和
３
年
３
月

■
入
学
金
　
年
間
２
５
０
０
円

■
申
込
先

　
左
記
に
入
学
金
を
添
え
て
申
込
み

※
講
座
の
内
容
や
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

咸
宜
園
・
廣
瀬
淡
窓
等
の

研
究
テ
ー
マ
を
募
集
し
ま
す

　研
究
奨
励
事
業
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
研
究
課
題

①
廣
瀬
淡
窓
、
咸
宜
園
、
咸
宜
園
門
下
生

及
び
私
塾
・
学
校
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す

る
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
、
幅
広
い
分

野
で
の
個
人
の
研
究
活
動

②
の
1
　
市
内
在
住
・
出
身
者
に
よ
る
日

田
市
域
の
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の

歴
史
・
文
化
を
中
心
と
し
た
個
人
の
研

究
活
動
（
①
の
課
題
を
含
む
）

②
の
２
　
咸
宜
園
門
下
生
子
孫
に
よ
る
咸

宜
園
に
関
す
る
研
究
活
動

■
対
象
者
（
応
募
資
格
）
　
日
本
在
住
の

研
究
者
（
大
学
院
生
を
含
む
）
、
市
内

在
住
・
出
身
者
及
び
咸
宜
園
門
下
生
の

子
孫

■
募
集
期
限
　
４
月
30
日
㈭

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。

■
選
考
方
法
　
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
す
る
審
査
会
で
選
考

※
選
考
結
果
は
６
月
下
旬
頃
に
本
人
宛
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
件
数

　
研
究
課
題
①
及
び
②
各
１
件
程
度

■
研
究
奨
励
費
　
①
1
件
50
万
円
以
内
、

②
1
件
10
万
円
以
内

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

点
字
講
座
を
学
び
ま
せ
ん
か

高
校
生
以
上
で
、
点
訳
技
術
の
習
得
と
視

覚
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
た
い
人
は

講
座
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
６
月
５
日
〜
令
和
３
年
３
月
19
日
の
各
月

第
１
・
２
・
３
金
曜
日
（
全
30
回
）

　
午
後
６
時
50
分
〜
８
時
50
分

※
修
了
条
件
は
30
回
中
15
回
以
上
出
席
し
た
人
。

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
３
階
　
会
議
室

■
受
講
料

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要
）

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
５
月
25
日
㈪

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔
７
０
２
６

日
田
市
共
同
募
金
委
員
会

地
域
助
成
事
業

市
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
や
福
祉
団
体
等
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
に
助
成
金
の
公
募
を
行
い
ま
す
。

■
助
成
内
容
　
令
和
３
年
度
の
活
動
に
要

す
る
物
品
な
ど
直
接
的
な
経
費

■
助
成
対
象
　
市
内
で
活
動
す
る
福
祉
分

野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

■
助
成
金
額
　
１
件
　
上
限
10
万
円

■
申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
左
記
に
提
出

■
申
請
期
限
　
５
月
29
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局

　
（
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
㉔
７
０
２
６

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

７
月
受
講
生

再
就
職
に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習
得
す

る
た
め
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス
　
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
、

溶
接
施
工
技
術
科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ

フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間
　
４
月
24
日
㈮
〜
５
月
22
日
㈮

■
訓
練
期
間

　
７
月
２
日
㈭
〜
令
和
３
年
１
月
29
日
㈮

■
訓
練
・
説
明
会
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
（
大
分
市
）

※
説
明
会
を
４
月
21
日
㈫
・
５
月
19
日
㈫
に
行

い
ま
す
。

※
詳
細
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
制
度
と

は
、
企
業
や
団
体
等
が
公
共
空
間
で
あ
る

公
園
や
道
路
、
河
川
等
の
う
ち
一
定
の
管

理
区
域
を
定
め
、
環
境
美
化
活
動
に
取
り

組
む
制
度
で
す
。
市
で
は
こ
の
活
動
に
対

し
清
掃
用
品
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
主
な
支
給
品

　
軍
手
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
、
火
ば
さ

み
、
ほ
う
き
　
な
ど

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

前
期
技
能
検
定
試
験

働
く
人
た
ち
の
技
能
を
一
定
の
基
準
で
検

定
し
、
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
試
験

が
行
わ
れ
ま
す
。

■
申
込
期
間
　
４
月
６
日
㈪
〜
17
日
㈮

※
詳
細
は
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
請
書
は
、
商
工
労
政
課
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

大
分
県
立
歴
史
博
物
館 

れ
き
は
く
交
流
展

「
い
に
し
え
の
お
お
い
た
」

大
分
県
と
日
田
市
の
所
蔵
資
料
の
相
互
活

用
を
目
的
と
し
た
交
流
展
で
す
。
市
か
ら

は
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
展
示
中
の

ガ
ラ
ン
ド
ヤ
古
墳
や
国
指
定
重
要
文
化
財

吹
上
遺
跡
出
土
品
な
ど
が
多
数
出
展
さ
れ

ま
す
。
是
非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
５
月
10
日
㈰
ま
で
（
予
定
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

　
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
（
宇
佐
市
）

※
詳
細
は
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
歴
史
博
物
館

　
☎
０
９
７
８
‐
３
７
‐
２
１
０
０

　
文
化
材
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係

　
☎
㉔
７
１
７
１
（
市
役
所
別
館
２
階
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！

家
に
い
る
よ
う
な
気
分
で
た
こ
や
き
を
作
り

な
が
ら
新
た
な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
？

■
と
き
・
対
象
者 

①
４
月
18
日
㈯
　
40
代
以
上
の
独
身
男
女

②
４
月
25
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

c
a
f
e
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
天
使
の
お
つ
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い
環
境
を

お
届
け
し
ま
す

□
対
象
　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人

□
工
事
内
容
　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介

護
保
険
対
象
工
事
、
そ
の
他

□
申
込
期
限
　
４
月
30
日
㈭

※
申
込
受
付
後
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
㉔
９
２
８
８

市政情報ピックアップ

周辺地域活性化対策事業費補助金

▼対象団体　振興局管内及び振興センター管内に居住す
る住民等で組織する団体

▼補助率（いずれも上限50万円）
　・限られた地域を対象とした事業…６割以内
　・地域全体の振興に寄与する事業…８割以内

▼対象事業　令和２年度中に実施するもので、地域の活
性化を目的に実施する事業

※市の他の補助対象となる事業を除きます。

▼申込期限　５月29日㈮
　各振興局・振興センターに申込み
※申請を希望する団体は、補助事業の詳しい内容や提出書類に
ついて説明をしますので、各振興局・振興センターまで、事
前に相談してください。
※補助金等の審査は先着順で行います。

●まちづくり活動や地域の活動に活用しませんか

まちづくり活動推進事業補助金

▼対象団体
①一般枠
・自治会や地域コミュニティを形成する団体
・３人以上で構成する公益的な活動やまちづくり等に関
わる団体

※各振興局・振興センター管内の団体は上記の「周辺地域活性
化対策事業費補助金」をご利用ください。
②若者チャレンジ枠
・市内に在住又は通勤、通学する16歳から29歳までの
若者が主体的に活動する団体で、３人以上で構成され
る団体

※構成員に20歳以上の人が１人以上必要です。

▼補助率
①一般枠
　補助対象経費の６割以内（上限50万円）
※視察研修のみの場合は上限30万円。
②若者チャレンジ枠
　補助対象経費の10割以内（上限25万円）

▼対象事業　
　令和２年度に実施し、地域活性化を推進する以下の事業
・自然の活用や自然環境の保全等に係る事業
・景観、歴史、文化等を活用した事業
・生活環境の保全・美化に関する事業
・地域間、国際間の交流に係る事業
・人材の育成を目指した事業
・その他、地域振興に資する事業
・上記事業を行うための視察研修事業
※原則、新規事業が対象です。
※市の他の補助対象となる事業を除く。
※②若者チャレンジ枠は視察研修を除く。

▼申込期限
　12月25日㈮　まちづくり推進課に申込み
※申請を希望する団体は、補助の詳しい内容や提出書類に関す
る説明を行いますので、事業実施の２か月前までに相談して
ください。
※補助金等の審査は先着順で行います。

　地域に根差したまちづくりや人づくりのために、市内団体などが企画する活動に対して助成を行っています。

　市役所の組織の主な変更点をお知らせします。

問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係
　☎㉒７５１５（市役所６階）

問まちづくり推進課地域活動支援係
　☎㉒８３５６（市役所６階）

■「人権・同和対策課」を
　「人権・部落差別解消推進課」に変更
問人権・部落差別解消推進課人権・部落
差別解消推進係
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

■「人権・同和教育課」を
　「人権・部落差別解消教育課」に変更
問人権・部落差別解消教育課指導調査係
☎㉒８２３６（市役所別館２階）

■「廃棄物処理施設建設推進室」を
　「新清掃センター建設室」に変更
問新清掃センター建設室施設整備係
　☎㉒８３２３（市役所２階）

●市役所の組織が変わります
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こころちゃん

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
実
施

厚
生
労
働
省
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
事
業
活
動
が
急
激

に
縮
小
し
、
一
時
的
な
雇
用
調
整
を
行
わ
ざ

る
を
得
な
い
事
業
主
に
対
し
て
雇
用
調
整
助

成
金
の
特
例
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

■
特
例
の
対
象
者
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
事
業
主

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元
コ

ー
ド
）
で
確
認
、
又
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

か
大
分
労
働
局
大
分
助
成
金
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田
☎
㉒
８
６
０
９

　
大
分
労
働
局
大
分
助
成
金
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
２
１
０
０

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

サ
ン
ヒ
ル
ズ
ひ
た
休
館
し
ま
す

サ
ン
ヒ
ル
ズ
ひ
た
（
日
田
市
勤
労
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
臨
時
休
館

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
施

設
改
修
工
事
の
た
め
引
き
続
き
休
館
し
ま

す
。
ご
理
解
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
休
館
期
限
　
改
修
工
事
完
了
ま
で

※
工
事
期
間
は
約
半
年
間
の
予
定
で
す
。

※
再
開
日
を
決
定
次
第
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
左
記
の
休
日
・
時
間
外
に
で
き
ま
す
。

市
役
所
の
開
庁
時
間
に
都
合
の
つ
か
な
い

人
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
４
月
の
開
庁
日

・
５
日
㈰
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

・
17
日
㈮
　
午
後
５
時
〜
７
時
30
分

・
25
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
４
月
17
日
㈮
・
25
日
㈯
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
以

外
の
各
種
証
明
書
等
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

清
掃
セ
ン
タ
ー
日
曜
開
設
日

毎
月
第
３
日
曜
日
に
も
清
掃
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

※
大
山
町
の
最
終
処
分
場
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
開
設
日
　
４
月
19
日
、
５
月
17
日
、

６
月
21
日
、
７
月
19
日
、
８
月
９
日
、

９
月
20
日
、
10
月
18
日
、
11
月
15
日
、

12
月
27
日
、
令
和
３
年
１
月
17
日
、

２
月
21
日
、
３
月
28
日

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
正
午
〜
午
後
1
時
ま
で
は
昼
休
み
。

※
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
に
沿
っ

て
分
別
・
搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
８
月
、
12
月
、
令
和
３
年
３
月
の
開
設
日
は

第
３
日
曜
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
１
１
１

雨
水
を
有
効
活
用
し
た

エ
コ
な
暮
ら
し
を
！

雨
水
貯
留
槽
、
雨
水
浸
透
ま
す
、
雨
水
浸

透
管
を
設
置
す
る
人
に
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
多
発
す
る
集
中
豪
雨
に

対
し
、
雨
水
の
流
出
を
抑
え
る
た
め
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
　
日
田
市
公
共
下
水
道
事
業
計
画

区
域
内
の
宅
地
又
は
雑
種
地

■
申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
添

付
資
料
を
添
え
て
提
出
又
は
送
付

■
申
請
先
　
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１

　
（
住
所
記
載
不
要
）

　
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
下
水
道
係

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
下
水
道
係

　
☎
㉒
８
１
０
２
（
市
役
所
５
階
）

「
進
撃
の
巨
人
」
を
活
用
し
て

日
田
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

市
出
身
の
諫
山
創
氏
に
よ
る
大
ヒ
ッ
ト
漫

画
「
進
撃
の
巨
人
」
を
活
用
し
て
地
域
活

性
化
を
目
指
す
活
動
に
助
成
し
ま
す
。

■
対
象

　
㈱
講
談
社
か
ら
の
著
作
権
利
用
の
許
諾

を
得
ら
れ
、
地
域
活
性
化
や
商
品
開
発

に
関
す
る
も
の

■
募
集
期
間
　
４
月
１
日
㈬
〜
（
随
時
）

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
協
働
・
男
女

共
同
参
画
推
進
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
６
階
）

国
民
年
金
保
険
料
が
変
更

　４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が
、
月
額

１
万
６
５
４
０
円
に
な
り
ま
し
た
。
納
め

忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
が

少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
を
受
け
取
れ
な

く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
便

利
な
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
、
お
得
な
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

「
舞
台
演
劇
〜
島
ひ
き
お
に
と

ケ
ン
ム
ン
」
参
加
者
を
募
集

平
成
30
年
の
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

で
演
じ
た
「
島
ひ
き
お
に
」
の
続
編
を
行

い
ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

演
劇
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
　
11
月
10
日
㈫
（
予
定
）

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
　
大
ホ
ー
ル

■
対
象

　
４
月
〜
11
月
に
実
施
す
る
舞
台
練
習
に

参
加
で
き
る
人

■
申
込
方
法

　
左
記
に
直
接
又
は
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
４
月
17
日
㈮
　

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

　
舞
台
演
劇
事
務
局
（
橋
本
）

　
☎
０
９
０
‐
５
２
８
０
‐
６
６
７
６

成
人
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
対
し
助
成
金
を
支
給

■
対
象
者
　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
接
種
日
時
点
で
20
歳
以
上
50
歳
未
満
の

人
で
、
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

②
接
種
前
に
風
し
ん
抗
体
価
検
査
を
受
け

た
人

③
令
和
２
年
４
月
１
日
㈬
〜
令
和
３
年
３

月
31
日
㈬
ま
で
に
接
種
し
た
人

※
た
だ
し
、
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54

年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
は
、
追

加
対
策
の
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
助
成
回
数
　
１
人
に
つ
き
１
回
の
み

■
助
成
金
額
　

①
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
上
限
５
千
円

②
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
上
限
３
千
円

※
実
際
に
支
払
っ
た
額
と
右
記
を
比
較
し
、
低

い
金
額
を
助
成
し
ま
す
。
申
請
書
、
抗
体
価

検
査
の
結
果
表
の
写
し
、
領
収
書
の
写
し
を

左
記
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限
　
令
和
３
年
３
月
31
日
㈬

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

令
和
２
年
度
咸
宜
大
学
受
講
生

咸
宜
大
学
と
は
、
日
常
生
活
を
清
く
正
し

く
過
ご
す
と
い
っ
た
「
日
々
是
好
日
」
の

理
念
の
下
、
高
齢
者
の
生
涯
学
習
と
し

て
、
毎
月
１
回
の
全
体
講
座
（
健
康
・
歴

史
・
音
楽
等
）
や
年
１
回
の
バ
ス
研
修
な

ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
受
講
資
格

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

■
受
講
期
間
　
５
月
〜
令
和
３
年
３
月

■
入
学
金
　
年
間
２
５
０
０
円

■
申
込
先

　
左
記
に
入
学
金
を
添
え
て
申
込
み

※
講
座
の
内
容
や
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

咸
宜
園
・
廣
瀬
淡
窓
等
の

研
究
テ
ー
マ
を
募
集
し
ま
す

　研
究
奨
励
事
業
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
研
究
課
題

①
廣
瀬
淡
窓
、
咸
宜
園
、
咸
宜
園
門
下
生

及
び
私
塾
・
学
校
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す

る
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
、
幅
広
い
分

野
で
の
個
人
の
研
究
活
動

②
の
1
　
市
内
在
住
・
出
身
者
に
よ
る
日

田
市
域
の
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の

歴
史
・
文
化
を
中
心
と
し
た
個
人
の
研

究
活
動
（
①
の
課
題
を
含
む
）

②
の
２
　
咸
宜
園
門
下
生
子
孫
に
よ
る
咸

宜
園
に
関
す
る
研
究
活
動

■
対
象
者
（
応
募
資
格
）
　
日
本
在
住
の

研
究
者
（
大
学
院
生
を
含
む
）
、
市
内

在
住
・
出
身
者
及
び
咸
宜
園
門
下
生
の

子
孫

■
募
集
期
限
　
４
月
30
日
㈭

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。

■
選
考
方
法
　
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
す
る
審
査
会
で
選
考

※
選
考
結
果
は
６
月
下
旬
頃
に
本
人
宛
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
件
数

　
研
究
課
題
①
及
び
②
各
１
件
程
度

■
研
究
奨
励
費
　
①
1
件
50
万
円
以
内
、

②
1
件
10
万
円
以
内

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

点
字
講
座
を
学
び
ま
せ
ん
か

高
校
生
以
上
で
、
点
訳
技
術
の
習
得
と
視

覚
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
た
い
人
は

講
座
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き

　
６
月
５
日
〜
令
和
３
年
３
月
19
日
の
各
月

第
１
・
２
・
３
金
曜
日
（
全
30
回
）

　
午
後
６
時
50
分
〜
８
時
50
分

※
修
了
条
件
は
30
回
中
15
回
以
上
出
席
し
た
人
。

■
と
こ
ろ
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
３
階
　
会
議
室

■
受
講
料

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要
）

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
５
月
25
日
㈪

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔
７
０
２
６

日
田
市
共
同
募
金
委
員
会

地
域
助
成
事
業

市
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
や
福
祉
団
体
等
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
に
助
成
金
の
公
募
を
行
い
ま
す
。

■
助
成
内
容
　
令
和
３
年
度
の
活
動
に
要

す
る
物
品
な
ど
直
接
的
な
経
費

■
助
成
対
象
　
市
内
で
活
動
す
る
福
祉
分

野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

■
助
成
金
額
　
１
件
　
上
限
10
万
円

■
申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
左
記
に
提
出

■
申
請
期
限
　
５
月
29
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局

　
（
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
㉔
７
０
２
６

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

７
月
受
講
生

再
就
職
に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習
得
す

る
た
め
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス
　
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
、

溶
接
施
工
技
術
科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ

フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間
　
４
月
24
日
㈮
〜
５
月
22
日
㈮

■
訓
練
期
間

　
７
月
２
日
㈭
〜
令
和
３
年
１
月
29
日
㈮

■
訓
練
・
説
明
会
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
（
大
分
市
）

※
説
明
会
を
４
月
21
日
㈫
・
５
月
19
日
㈫
に
行

い
ま
す
。

※
詳
細
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

水
郷
の
ま
ち
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
制
度
と

タ
ウ
ン
情
報

人権コラム　　心、豊かに

様々な「出会い」

　４月から職場や学校などで新生活が始まり、
様々な新しい出会いを経験する人もいるのでは
ないでしょうか。その中には、障がいのある人
や外国にルーツを持つ人、セクシュアルマイノ
リティの人など様々な人権問題に悩んでいる人
がいるかもしれません。また、身近に悩んでい
る人はいないと思っていても、誰にも言えずに
一人で苦しんでいる人がいるかもしれません。
　人権問題に悩んでいる人と実際に出会ったり
相談を受けたりしたとき、どのように接すれば
よいでしょうか。繊細な問題に立ち入り過ぎて
もよくありませんが、距離を取り過ぎて相手を
傷つけてしまうこともあります。そこで大切な
ことは、相手が抱えている問題について知ろう
とする意思を持つことです。どのようなことに
悩んでいるのかを聞いたり、直接聞きにくい場
合は相手が抱えている問題について調べたりし
て理解を深めることで、良好な関係に近づける
ことができるのではないでしょうか。
　相手が抱えている問題について調べるといっ
ても、インターネットをはじめ、様々な情報が
溢れています。気軽に調べられる反面、中には
誤った情報も多く存在しています。誤った情報
によって相手を傷つけないようにするために
は、情報収集は慎重に行う必要があります。判
断に迷ったら、官公庁や同様の問題で悩んでい
る人を支援する団体等が発信している情報を調
べてみるのも良いかもしれません。
　どんな接し方をすれば相手が嫌な思いをしな
いで済むかは一人ひとり違っていて、悩んでい
ることに触れてほしくないと思っている人もい
ます。しかし、何も知らないことで相手を知ら
ず知らずのうちに傷つけてしまう可能性もあり
ます。どんな問題であっても「自分には関係な
い」ということはありません。日頃から様々な
問題に関心を持っておくことで、今後の新生活
がより豊かになる良い「出会い」につながるの
ではないでしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

は
、
企
業
や
団
体
等
が
公
共
空
間
で
あ
る

公
園
や
道
路
、
河
川
等
の
う
ち
一
定
の
管

理
区
域
を
定
め
、
環
境
美
化
活
動
に
取
り

組
む
制
度
で
す
。
市
で
は
こ
の
活
動
に
対

し
清
掃
用
品
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
主
な
支
給
品

　
軍
手
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
、
火
ば
さ

み
、
ほ
う
き
　
な
ど

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

前
期
技
能
検
定
試
験

働
く
人
た
ち
の
技
能
を
一
定
の
基
準
で
検

定
し
、
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
試
験

が
行
わ
れ
ま
す
。

■
申
込
期
間
　
４
月
６
日
㈪
〜
17
日
㈮

※
詳
細
は
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
請
書
は
、
商
工
労
政
課
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

大
分
県
立
歴
史
博
物
館 

れ
き
は
く
交
流
展

「
い
に
し
え
の
お
お
い
た
」

大
分
県
と
日
田
市
の
所
蔵
資
料
の
相
互
活

用
を
目
的
と
し
た
交
流
展
で
す
。
市
か
ら

は
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
展
示
中
の

ガ
ラ
ン
ド
ヤ
古
墳
や
国
指
定
重
要
文
化
財

吹
上
遺
跡
出
土
品
な
ど
が
多
数
出
展
さ
れ

ま
す
。
是
非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
５
月
10
日
㈰
ま
で
（
予
定
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

　
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
（
宇
佐
市
）

※
詳
細
は
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
歴
史
博
物
館

　
☎
０
９
７
８
‐
３
７
‐
２
１
０
０

　
文
化
材
保
護
課
埋
蔵
文
化
財
係

　
☎
㉔
７
１
７
１
（
市
役
所
別
館
２
階
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！

家
に
い
る
よ
う
な
気
分
で
た
こ
や
き
を
作
り

な
が
ら
新
た
な
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
？

■
と
き
・
対
象
者 

①
４
月
18
日
㈯
　
40
代
以
上
の
独
身
男
女

②
４
月
25
日
㈯
　
20
・
30
代
の
独
身
男
女

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時
。

■
と
こ
ろ
　
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ 

c
a
f
e
天
神
店

※
参
加
費
等
詳
細
は
天
使
の
お
つ
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会
（
矢
野
）

　
☎
０
９
０
‐
８
３
９
８
‐
３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い
環
境
を

お
届
け
し
ま
す

□
対
象
　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人

□
工
事
内
容
　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介

護
保
険
対
象
工
事
、
そ
の
他

□
申
込
期
限
　
４
月
30
日
㈭

※
申
込
受
付
後
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
㉔
９
２
８
８

イ
ベ
ン
ト

募
集
・
試
験
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まちの話題

元気・癒しの杉の木
　旧柚木小学校横にある柚木老松天満社の境内にそ
びえる巨大な杉の木。この杉の木は「門杉」と呼ば
れ、樹齢約600年で幹周は約６ｍもある。空を覆い
つくすように茂る枝葉に圧倒され、幹に触れるとご
つごつした樹皮の手触りに、確かな生命力を感じる
ことができる。ここは、壮大な大杉に見守られ心安
らげる場所となっている。

ガブっ！と恵方巻
　２月３日、なかつえ保育園では節分の日にちな
み、園児たちが豆まきで鬼退治をした後、恵方巻を
手作りした。園児たちは今年の吉方となる西南西に
向かって着席。大きく口を開け、準備した恵方巻を
思いきり頬張り、おいしそうに黙々と食べていた。
それでも、お互いに顔を見ながら笑みがこぼれる楽
しい時間となった。

昭和学園高校バトン部全国大会最優秀賞
　２月２日に幕張メッセで行われた「第３回カラー
ガード・マーチングパーカッション全国大会」で３
年連続金賞、さらに全国１位である最優秀賞を受賞
した昭和学園高校バトン部が、２月18日に市長報
告を行った。部長の宮崎さんは「みんなを引っ張れ
たかは分からないが、結果が出せて良かった。関係
者の皆さんに感謝したい」と笑顔で語った。

おいしいジビエで みんな笑顔に
　２月21日、市内の小・中学校や特別支援学校でジ
ビエ料理が給食メニューとして提供された。このメ
ニューは、昨年11月開催の第３回高校生「ひたジビ
エレシピグランプリ」でグランプリを受賞した昭和
学園高校３年生チームのハヤシライスで、シカ肉や
日田産の梨が使われている。ほのかに柚子の香りが
する甘いハヤシライスは、子供たちに好評だった。

日田前津江

真っ白な世界が広がる釈迦岳
　２月18日、今季一番の寒気が流れ込み前津江は
雪で覆われた。そんな中、標高1,231ｍの釈迦岳に
は息を飲むほど美しい真っ白な世界が広がってい
た。雪は木々の枝に樹氷のように張り付き、幻想的
で静かにたたずむアート作品を作り出していた。時
折、鹿やウサギの足跡も見かけられ、奥日田ならで
はの静かで美しい自然が体感できる。

ムエタイ 片島聡志選手 世界王者獲得！
　昨年12月１日に東京で行われた世界タイトル戦に
勝利し、世界プロムエタイ連盟スーパーフライ級世
界王者に輝いた、豆田町出身の片島聡志選手がチャ
ンピオンベルトを携えて２月13日に市長報告を行っ
た。片島選手は「今後は王座防衛と他団体のベルト
を狙っていく。また体験教室を開くなどしてムエタ
イの普及にも取り組みたい」と意気込みを語った。

中津江

日田の杉や森林で新たなチャレンジ！
　「ウッドデザイン賞2019」で最優秀賞・特別賞
をダブル受賞した田島山業㈱と共に特別賞を受賞し
た地域協力者が、１月30日に市長報告を行った。
５回目の開催となる今回は413点の応募があり、日
田の杉を使い日本初となる中高層木造ハイブリッド
建築の実現や森林の中でウェディングを実施した取
組みが評価され、今回の受賞に結び付いた。

おすそわけ野菜が大変身
　２月４日、ＮＰＯつえ絆くらぶが地元で採れる野
菜を利用した昼食会を、大山町にあるレストラン松
原の協力のもと開催した。７年前から中津江村等で
採れた野菜を「おすそわけ野菜料理」として提供し
ている。今年で２回目となった昼食会には生産者28
人が参加し、レストランの人々と交流しながら、出
荷した野菜を使ったおいしい料理に舌鼓を打った。
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綺麗な華を咲かせました
　２月21日、上野田地区ミニデイが小平公民館で
開催され「華餅飾り」づくりに高齢者14人が参加
した。３月３日のおひな祭りに飾ってもらおうと行
われたもので、緑やピンクの綺麗に色付けされた餅
を小さくちぎり、木の枝に付けていた。餅が少し柔
らかすぎたのか「こりゃ難しいバイ」と四苦八苦し
ていたが、可愛い仕上がりに笑顔が広がっていた。

住み慣れた町でいつまでも暮らすために
　２月26日、「劇団あやめ」による公演会が川原
自治会センターで行われた。劇団あやめは「認知症
になっても自分の住み慣れた町で暮らしたい」そん
な思いを地域に広めることを目的に活動してい
る。「おばあちゃんが認知症になった」という内容
で会場全体を巻き込みながら劇が披露された。今回
の公演会で認知症を考える良いきっかけとなった。

力を合わせて鬼をやっつけろ
　２月３日、あまがせ保育園で節分の豆まきが行わ
れた。園児たちは手作りの鬼のお面を作って準備し
ていたが、赤鬼が登場するとビックリして泣き出す
子も現れ、大きな声で「鬼は外！福は内！」と言い
ながら、あられに見立てたボールを持って鬼に立ち
向かっていった。最後は降参した鬼と仲直りし、お
菓子をもらって良い子にすると約束をした。

天ヶ瀬アートプロジェクト
　２月27日、天ヶ瀬温泉街でコンクリートの壁面
を活用したモダンアートを楽しみ、川沿いを散歩す
る人を増やそうと、玖珠川沿いの壁面にアート作品
が描かれた。これは、地域おこし企業人として市に
派遣されていた、フランス人のハレ・ローランさん
の提案を受けたもので、天ヶ瀬温泉旅館組合や地元
まちづくり団体と市が協力し、取組みを行った。

一本一本心を込めて植えました
　新型コロナウイルスの影響によって、２月22日に
予定されていた田来原美しい森づくり公園の「植樹祭
in田来原」は急きょ中止となった。そのため、準備さ
れていた河津桜や大山桜などの苗木300本が、２月
21・22日にボランティアや老松生産森林組合など有
志の皆さんによって植え付けられた。参加者は「来年
は大勢でできるといいね」と願いを込めた。

大山上津江

天瀬

雨の中、40回目の梅まつり
　３月１日、「第40回日田おおやま梅まつり」の
おおくぼ台梅園でのメーンイベントは、新型コロナ
ウイルス感染症拡大予防の観点から最小限の範囲に
縮小した形で実施されることになり、梅娘認証式と
豊作祈願祭のみが行われた。
　認証式では７人の梅娘たちにそれぞれ認定証が手
渡され、祈願祭の神事では関係者が玉串を奉納した
り、梅娘たちが献梅をしたりして今年の五穀豊穣を
祈願した。
　暖冬のため梅の花は見頃を過ぎて散り始めてお
り、当日はあいにくの小雨だったが、訪れた観梅客
たちは散策を楽しみ、アマチュアカメラマンたちは
ベストな構図を探しながらシャッターを切ってい
た。なお、３月８日に予定されていたふるや台梅園
でのイベントは中止となった。

七色の光に照らされて
　「日田おおやま梅まつり」の開催に合わせて実施
された大山ダムの「ダムライトアップ」。今年は２
月の土・日曜日の日没から午後９時頃まで行われ
た。ダム堤体が色とりどりのライト（レインボーカ
ラーライト）で照らされ、真っ暗闇の中に浮かび上
がる幻想的な雰囲気に、訪れた人たちは酔いしれて
いた。
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食生活改善推進員さんのおすすめレシピ

<作り方>
①キャベツは長さ４㎝幅１㎝の短冊切りにする。ハムも同様の短冊切りにす
る。
②湯を沸かし、キャベツとコーンをゆでる。
③ざるにあげ、しっかり水気をきる。
④材料を全て混ぜ、塩こしょうで味を調える。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア内）

■材料■　（２人分）
キャベツ 　　　　　　　　  80g
ハム　　　 　　　　　　　  20g

マヨネーズには野菜の苦みを抑える効果があるそうです。ピーマンなど
の苦い野菜が苦手な人は、炒めるときに油の代わりにマヨネーズを使う
と少し食べやすくなりますよ。

　
原
古
処
（
名
は
震
平
、
字
は
士
萌
）

は
、
筑
前
秋
月
の
人
で
、
詩
人
・
儒
学
者

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
和
４
年
秋

月
藩
士
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
そ
の
優

れ
た
資
質
を
請
わ
れ
て
天
明
２
年
16
歳
の

と
き
秋
月
藩
士
原
坦
斎
の
養
子
と
な
り
、

天
明
４
年
福
岡
の
亀
井
南
冥
に
徂
徠
学
を

学
び
ま
す
。
そ
の
後
、
福
岡
藩
支
藩
で
あ

る
秋
月
藩
の
藩
校
稽
古
館
の
教
授
と
な
り

ま
す
が
、
政
変
に
よ
っ
て
藩
校
を
退
役
し

私
塾
古
処
山
堂
を
開
き
、
ま
た
各
地
を
遊

歴
し
、
菅
茶
山
・
菊
池
五
山
・
大
窪
詩
佛

な
ど
の
有
名
な
漢
詩
人
と
交
友
し
、
詩
人

と
し
て
の
名
を
高
め
ま
し
た
。
淡
窓
や
頼

山
陽
と
は
特
に
親
交
が
深
く
、
相
互
に
宛

て
た
書
簡
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
門
下
生

に
は
村
上
佛
山
・
吉
田
平
陽
な
ど
が
い
ま

し
た
。
文
政
10
年
に
没
し
、
秋
月
の
お
寺

に
あ
る
墓
の
墓
石
正
面
の
字
は
頼
山
陽
の

書
、
側
面
に
は
淡
窓
が
贈
っ
た
追
悼
の
詩

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
郷
土
の
名
峰
か
ら

と
っ
て
「
古
処
」
と
号
し
ま
し
た
。

　
淡
窓
よ
り
15
歳
の
年
長
で
、
淡
窓
の
学

ん
だ
亀
井
塾
で
は
先
輩
に
あ
た
り
ま
す
。

淡
窓
は
古
処
を
「
南
冥
の
門
下
に
於
い

て
、
詩
人
の
冠
と
称
せ
り
。
南
冥
常
に
称

し
て
曰
く
、
文
に
昱
（
南
冥
の
長
男
の
昭

陽
）
あ
り
。
詩
に
原
震
平
あ
り
と
。
（
中

略
）
古
処
も
李
白
を
学
び
た
る
人
な
り
。

天
才
飄
逸
に
し
て
、
詩
人
の
風
あ
り
」
と

評
し
て
い
ま
す
。
当
時
、
亀
井
塾
に
お
い

て
「
亀
文
原
詩
」
と
、
文
章
で
は
亀
井
昭

陽
、
詩
作
で
は
原
震
平
と
並
び
評
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
原
采
蘋
は
、
古
処
の
長
女
で
、
幼
少
よ

り
学
才
が
あ
り
、
成
長
後
は
女
流
漢
詩
人

と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
時
に
は
父
の
代
講

を
勤
め
る
な
ど
し
ま
し
た
。
父
の
古
処
と

と
も
に
各
地
を
遊
歴
し
、
父
の
死
後
に
江

戸
に
出
て
活
躍
し
、
菅
茶
山
・
頼
山
陽
・

梁
川
星
巌
ら
と
詩
の
交
換
を
す
る
な
ど
し

て
い
ま
す
。
一
生
独
身
生
活
を
送
り
、
旅

の
途
中
、
長
州
萩
で
病
死
し
ま
し
た
。

　
原
古
処
と
菜
蘋
の
父
娘
は
、
文
政
３
年

７
月
に
咸
宜
園
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
淡
窓

の
『
懐
旧
楼
筆
記
』
に
よ
る
と
「
原
震

平
、
其
の
娘
采
蘋
を
携
へ
て
来
訪
せ
り
。

因
っ
て
宴
会
を
設
く
。
（
中
略
）
近
日
此

の
地
に
来
り
、
我
が
家
を
訪
へ
り
。
采

蘋
、
時
に
歳
二
十
三
四
な
る
べ
し
。
幼
よ

り
読
書
文
芸
を
学
び
、
尤
も
詩
に
長
ぜ

り
。
其
の
行
事
、
磊
々
落
々
と
し
て
男
子

に
異
な
ら
ず
、
又
、
能
く
豪
飲
せ
り
。

（
中
略
）
采
蘋
、
後
、
東
都
に
在
り
。
謙

吉
東
遊
の
時
、
相
見
せ
り
。
詞
林
に
於
て

頗
る
名
誉
あ
る
よ
し
」
と
想
い
出
を
語
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
古
処
は
54
歳
、
采

蘋
は
23
歳
、
淡
窓
は
39
歳
で
し
た
。

　
伝
記
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
長

身
で
瓜
実
顔
の
美
人
で
あ
っ
た
采
蘋
は
化

粧
せ
ず
、
髪
は
長
く
梳
り
、
一
刀
を
腰
に

男
装
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
淡
窓
の
弟
の
謙
吉
（
旭
荘
）
と
は
、
若

い
頃
に
広
島
の
頼
杏
平
の
と
こ
ろ
で
逢
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
旭
荘
の
日
記
『
日
間
瑣

事
備
忘
』
に
も
し
ば
し
ば
采
蘋
の
名
が
見

え
、
江
戸
で

塾
を
開
い
て

い
た
時
に
は

親
し
く
往
来

し
て
交
友
し

て
い
ま
す
。

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－（人物編　原古処と原采蘋）

　　淡窓・咸宜園と交流のあった文人・墨客たち⑦

たんそうさん

▲原古処肖像画
　朝倉市秋月博物館蔵

問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８
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キャベツとコーンのマヨサラダ

心の架け橋 日田市障がいによる差別を解消し誰もが心豊かに暮らせるまちづくり条例

コ ラ ム

冷凍コーン　　　　　　　　 15g
マヨネーズ　　　 小さじ１と1/2

ぼっかく

塩こしょう　　　　　　  適宜

土日 月 火 水 木 金

４月の休館日（○…休館日）
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新刊情報
ハートウッドホテル４
ねずみのモナと永遠のわが家
ケイリー・ジョージ／作　久保陽子／訳
高橋和枝／絵
童心社

突然モナを訪ねてきたネズミのストロベリーさんは、モナ
のお母さんとおそろいのペンダントをさげていた。ストロ
ベリーさんが語るモナの家族の秘密とは？しかしそのこ
ろ、巨大な山火事がハートウッドホテルに迫り…。小さな
モナの物語、最終巻。
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▲リサイクル会の様子

おはなし会の様子

▲

広報ひた３月１日号で募集記事を掲載したこど
も司書講座の受講生募集受付は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため、下記のとおり期間
を延長します。

令和２年度こども司書講座受講生
　　募集期間延長のお知らせ

募集期限 ４月28日㈫

　障がいや障がい者への差別を解消する条例の施行か
ら１年が経ちました。市では、障がいの有無にかかわ
らず、誰もがお互いに尊重し合いながら共生するまち
づくりを行うためにこの条例を作りました。条例で
は、下記のことを市のルールとして決めています。
◎障がい者への差別的取り扱いや虐待を禁止します
　（第７条）
◎障がいや障がい者への相互理解を促進します
　（第８条）
◎合理的配慮の提供に取り組みます
　（第９条・第10条）
◎トラブル解決の仕組みを作ります
　（第11条～第17条）

　「障がい者に合理的配慮を」と聞くと、とても大変
なことと感じる人がいるかもしれません。しかし、合
理的配慮とは難しいことではなく、困りごとを解決で
きるように「一緒に考えること」が大切なポイントで
す。障がいは「特別なこと・他人事」ではなく「一緒
に考えること」で解決できることも多くあります。
　市では、この条例の説明や障がい理解を深めるため
の出前講座を行っており、これまでに自治会や施設、
各団体の研修会等で話をしてきました。費用は無料
で、町内会や保護者会など少数の集まりでも開催でき
ます。是非、お気軽にお問い合わせください。

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

大好き図書館！

４月23日㈭～５月12日㈫はこどもの読書週間です。今年も様々
な催しを企画しています。是非、図書館に遊びに来てください。

・児童図書のリサイクル会（期間中）
・端午の節句フォトブース（期間中）
・一日図書館長（４月26日㈰　13:00～15:00）
市内の小学校６年生２人が一日図書館長になって、いろいろな
体験をします。
・ビンゴ大会（５月５日㈷　13:30～14:30）
・おはなし会＆かぶとの折り紙（５月５日㈷　14:30～15:30）
こどもの日のおはなし会とミニゲーム、大きなかぶとの折り紙
を作ります。作ったかぶとをかぶり、フォトブースで写真撮影
ができます。

※詳細は図書館だよりや図書館備付けのチラシをご覧ください。

第62回こどもの読書週間「出会えたね。とびっきりの１冊に。」

期間中の主なイベント

新型コロナウイルス感染症の影響で一部イベントの
を中止する場合があります。詳細は淡窓図書館にお
問い合わせください

４月の
「おいでよ！
おはなし会」
は中止します
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（令和２年２月29日現在） 

■人口　
　64,733人
　（前月比－57人）
・男　30,639人
・女　34,094人
■世帯数
　27,396世帯

●おもちゃ病院
　15日㈬　10:00～15:00
　わくわく制作（こいのぼり制作）
　16日㈭　10:30～
　３Ｂ体操
　21日㈫　11:00～
　療育事業（音あそび）
　24日㈮　11:00～ ９:00～17:30

月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　４月の主な催し　　

●異年齢交流
　18日㈯　10:30～11:30
●こいのぼり制作
　　23日㈭　10:30～11:30
　　25日㈯　10:30～11:30
　すくすく相談
　24日㈮　10:00～11:30
※母子健康手帳を持参してくだ
　さい。 ９:00～17:30

月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

●絵本の読み聞かせ
　７日㈫　10:00～12:00
●おしゃべりタイム
　14日㈫　10:00～12:00
●わいわいルーム
　16日㈭　10:00～12:00

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

●こいのぼり制作
　16日㈭　10:00～12:00
　　　　　 13:30～15:00
★カラーパーティー（初級）
　20日㈪　10:00～
※募集数６人。

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●うたとおはなし会
　７日㈫　11:00～
●プレママくらぶ
　15日㈬　13:30～15:00
●わらべうたベビーマッサージ＆
ファーストパパママくらぶ
　21日㈫　13:30～
★こいのぼり制作
　23日㈭　９:30～12:00

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ４
　６月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　５月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

  （１歳・刃連町）

あおと

立花 燈ちゃん
そ ら

井手葵天ちゃん
（１歳・大山町西大山）

乳

乳

乳

伊藤真悟ちゃん
（１歳・中央２丁目）

とうり ふたば あつし
石川双葉ちゃん
（１歳・南友田町）

猪𠩤 淳ちゃん
（１歳・城町１丁目）

永瀬葵士ちゃん
（１歳・前津江町赤石）

原田季依ちゃん
（２歳・大鶴町）

き い

ゆ ら

宇野眞央ちゃん
（２歳・誠和町）

ま お

しんご

藤原愛理ちゃん
（２歳・中本町）

あいり

ゆうへい
梶原祐平ちゃん
（３歳・淡窓２丁目）

石川七瀬ちゃん
（３歳・南友田町）

ななせ
高田結來ちゃん
（３歳・丸の内町）

花田圭斗ちゃん
（３歳・田島町）

けいと

乳

小

乳

妊娠中から子育ての記録、地域の情報まで家
族皆さんでの子育てをサポート！
お子さまに合わせた予防接種スケジュールを
自動で作成し、接種日が近づくとプッシュ通
知でお知らせします。
登録は無料です。是非、ご活用ください。

■日田市子育て支援アプリ「ひたんこナビ」■

二次元コードからダウンロード！

天瀬児童館　☎57８９２２

大山児童館　☎52２９０１ まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

新型コロナウイルス感染症の影響で内容が変更
する場合があります。詳細は市ホームページ
（右記二次元コード）から確認してください。

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

４月の行事はありません

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

●おしゃべり広場
　８日㈬　10:30～
●お話し会
　　11日㈯　10:30～
　　15日㈬　10:30～
●こいのぼり制作
　　22日㈬　10:30～
　　25日㈯　10:30～

乳

乳

小

小
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■とき　４月24日㈮
　午後６時30分～８時頃（予定）
■ところ
　日の出町バス停（スタート地点）～中央公園（フィニッシュ地点）
・コース及びコース周辺の道路で車両の通行を禁止します。
・市内では相当の混雑・渋滞が予想されます。当日の自動車等利用は極力ご遠慮ください。なお、自動車
等を利用される場合は、外周の推奨ルート（う回路）をご利用ください。

※う回路によっては、大型車両が通行できない場合もあります。現場係員の指示に従ってください。
・歩行者と自転車もコース横断はできません。横断者は実行委員会の指示に従って横断してください。
・コース及び会場周辺での無人航空機（ドローン等）の飛行は法律によって禁止されています。
・規制時間は目安であり、当日の状況によって変わる可能性があります。
※東京2020オリンピック競技大会、東京2020オリンピック聖火リレーに関することについては、東京2020公式ウェ
ブサイトオリンピック聖火リレーページをご覧ください。

▲新型コロナウイルス感染症の影響で内
容が変更となる場合があります。左記
二次元コード（大分県実行委員会ホー
ムページ）から確認してください。

【注意】

新型コロナウイルスの感染拡大防止にご協力ください！

【原田啓介市長から市民の皆様へ】　
　今できる大事なことは、一人ひとりが「手洗い・咳エチケット」
を行うことです。
　①密閉空間で換気が悪い、②多くの人が密集している、③手の届
く距離で会話や発声がある。この３つの条件が同時にそろう場所が
集団感染のリスクが高いといわれています。こういった場所や場面
を予測し、人混みや不要・不急の集まりはできるだけ避けてくださ
い。
　市民の皆様は、誤った情報に惑わされず、落ち着いた行動をとる
ようお願いします。

新型コロナウイルス関連を相談できる
総合窓口を設置しています！
新型コロナウイルスに関連する相談の受付や各種
制度に関する総合窓口を開設しています。
お気軽にご相談ください。

■問合せ先
　新型コロナウイルス関連相談総合窓口
　市役所２階　201会議室
　☎㉒８２４３

問大分県実行委員会（大分県企画振興部芸術文化スポーツ振興課）☎０９７-５０６-２０８５
　スポーツ振興課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）

東京2020オリンピック聖火リレーに伴う

交通規制のお知らせ1224
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